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市では、市の取り組みに対する市民の意識を把握し、
事業の達成度を確認するため、｢市民意識調査」を実
施しています。本年度の結果について、一部抜粋して
掲載します。結果については、今後の取り組みに反映
していきます。
詳細は、市ホームページおよび榛原・相良庁舎の情報
公開コーナーで公表しています。
問い合わせ　秘書政策課　鈴木いずみ　☎㉓0052

調 査 対 象：市内在住（市内に住民票のある人）
の16歳以上の男女

調 査 方 法：無作為抽出による郵送配布・回収
調 査 期 間：８月７日 ～８月21日
発 送 数：1,397通
有効回収数：832通　　 有効回収率：59.5％
＊端数処理の都合上、また、複数回答のため、
合計が100％にならない場合があります。

― 調査の概要 ―

「市の取り組みについて満足しているか」「その取り組みが重要であると考えているか」との57項目の設問に
対して、満足度が最も高かった取り組みは「こども医療費制度」で、次に「幼稚園・保育園・認定こども園等
の充実」と続いています。重要度が最も高かった取り組みは「こども医療費制度」と「震災・火災・水害・浸
水対策への取り組み」となりました。

市の行政サービス「市の取り組みに対する満足度・重要度について」

今後も住み続けたいか？

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％
28年度 1.059.0 20.75.7 13.7

29年度 65.0 15.85.0 12.9 1.2

30年度 62.2 17.25.7 13.9 1.0

■住み続けたい
■市内の他の場所へ
移りたい

■市外に移りたい
■わからない
■無回答

今住んでいる場所に「住み続けたい」という
回答が約６割となりました。
「他の場所に移りたい」と答えた人の理由と
しては、「地震や津波などの被災の恐れがあ
るから」が５割を超え、最も高い結果となり
ました。

約６割の人が「今後も住み続けたい」居住

今現在、幸せだと思うか？

　「幸せだと思う」が６割以上

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％

■大いに思う
■ある程度思う
■どちらともいえない
■あまり思わない

■まったく思わない
■わからない
■無回答

「今現在、幸せだと思うか？」との問いに対し、
「大いに思う」と「ある程度思う」の合計が
６割を超えています。
幸せだと思う理由として、「健康であるから」
が最も多く、「家族や友人との関係が良好だ
から」「住まいがあるから」と続いています。 7.917.5 51.1 19.7 0.8

1.31.8

6.313.1 53.8 20.0 1.0
2.23.7

5.814.6 54.2 19.0 1.7
1.63.0

くらし

28年度

29年度

30年度■知っている
■聞いたことがある

■知らない
■無回答

公共施設の更新問題に対する市の取り組みについて
「知っている」と「聞いたことがある」の合計が約
３割となり、「知らない」が約６割となりました。

更新問題に対する市の取り組みを知っている人が３割以上公共施設

20％0％ 40％ 60％ 80％ 100％

28年度 6.9 21.5 68.0 3.6

29年度 2.0

「公共施設の更新問題（老朽化問題）」に対応
するための取り組みについて、知っていたか？

30年度 2.9

15.3
4.4

4.1

13.1
6.9

2.9

14.7
3.7

3.1

①小児科や産婦人科などの医療機関の充実（69.2％）、②子育てに関する経済的支援の充実（40.3％）、③親子で遊べる施設
や公園の整備（35.2％）、④地震・津波など災害対策（26.7％）、⑤教育・文化水準の向上（23.1%）、⑥一時的に子どもを
預かる施設（18.6％）、⑦地域で子どもを育てる意識の向上（16.0％）、⑧悩みごとを話せる相談窓口の充実（14.1％）、⑨
子育てについての積極的な情報提供（7.8％）、⑩その他（2.0％）、⑪無回答（3.4％）

子どもを産み育てやすい環境にするため市が取り組むべきことは？

「牧之原市は子どもを産み育てやすい環境か？」との
問いに対し、「大いに思う」と「ある程度思う」の合
計が４割を超えました。
子どもを産み育てやすい環境にするため、市が取り組
むべきこととして、「小児科や産婦人科など医療機関
の充実」が約７割となり、最も高くなっています。

　「医療機関の充実に取り組むべき」が約７割

牧之原市は子どもを産み育てやすい環境か？

20％０％ 40％ 60％ 80％

30年度 30.9 25.0 16.3
3.9

29.0 23.7 21.1
3.4

28年度

32.7 24.9 18.3
2.6

29年度

子育て

100％

浜岡原子力発電所の今後については「停
止しておいたほうがよい」が44.5％を
占める結果となりました。
次いで「安全が確認できれば稼働したほ
うがよい」が23.1％、「どちらともいえ
ない」が 21.2%となっています。

４割以上の人が「停止しておいたほうがよい」原発

20％０％ 40％ 60％ 80％ 100％

浜岡原子力発電所の今後についてどう思うか？

23年度 5.153.6 19.8 10.7 9.6 1.2
24年度 57.4 18.5 12.6 7.2

1.7
2.6

25年度 5.451.3 23.3 12.4 6.6 1.0

26年度 55.3 19.4 15.5 4.14.4 1.3
27年度 5.952.5 20.2 16.1 4.0 1.4

28年度 6.547.3 23.8 18.4
3.3
0.7

29年度 5.751.7 20.9 17.5
3.1
1.0

7.647.9 25.8 15.9 0.7元年度
2.1

元年度 18.4 52.1 20.2 5.0
1.31.6
1.4

3.7
36.4元年度 24.7 14.5

3.7
14.2 2.9

元年度 59.5 17.65.6 15.3 2.0

元年度 2.7

6.749.4 23.6 17.3 0.430年度
2.6

２年度 12.9 53.4 21.9 8.1
1.6 1.1

1.2

2.6
40.1 24.5 11.5

3.4
14.8 3.0２年度

２年度 62.3 17.86.4 13.2 0.4

知っている市の取り組みは？
①片浜小学校の利活用（23.8％）、②学校再編計画
（15.7％）、③老朽化施設の取り壊し（15.5％）、④保育施
設民営化（13.1％）、⑤消防団詰所の統廃合（10.0%）

［公共施設の更新問題とは］
公共施設の多くは昭和40～50年代に整備されましたが、
老朽化に伴い、更新の時期を迎えています。
人口減少や高齢化などで財政状況が悪化し、このまま
では、必要性の高い公共施設であっても安全な状態を
保てなくなる恐れがあります。

8.244.5 23.1 21.2 1.0２年度
2.2

9.5 25.2 63.3

10.1 25.0 62.1

10.1 21.4 66.8

２年度 7.2 26.4 61.9 4.4

■大いに思う
■ある程度思う
■どちらともいえない
■あまり思わない

■まったく思わない
■わからない
■無回答

牧之原市　市民意識調査 検索

市ホームページは、右のＱＲコードを読み取るか
検索してご覧ください。

令和２年度 市民意識調査結果 について



市役所の職員数や勤務時間、給与などの状況について、市民の皆さんにお知らせします。
問い合わせ　総務課　大石雅之　☎㉓0051

＊特に記載のない場合は、水道事業を含む一般職員を対象としています。（一般会計と水道事業会計）

職員数

一般職員の勤務時間（令和２年４月１日現在）

年次有給休暇の取得状況（一般行政職）

時間外勤務 ( 年間、令和元年度 )

勤務時間や休暇など

育児休業の取得人数 ( 令和元年度 )

部門別職員数（令和２年４月１日現在）

給与費（令和元年度）

平均年齢と平均給料・給与月額（一般行政職、平成31年４月１日現在）

初任給（令和２年４月１日現在） 期末手当・勤勉手当（令和２年４月１日現在）

管理職手当（令和２年４月１日現在）

退職手当（令和２年４月１日現在）

扶養手当（令和２年４月１日現在）
給与水準（令和元年度）

特別職および市議会議員の給料月額、報酬、退職手当（平成31年４月１日現在）

職員給与

職員の勤務状況を公表します



牧之原市赤十字奉仕団では団員を募集しています

赤十字奉仕団は、「奉仕」の精神のもと、赤十字の使命とする人道的な活動の実施を
目的として結成された奉仕者組織です。地域と協力しての炊出しや救急法の訓練、福
祉施設での奉仕活動、安全な日常生活を送るための講習会、赤十字会費の募集などの
活動を通じて、支え合い、助け合う温かなコミュニティ―づくりを目指しています。

問い合わせ　社会福祉課　渡辺結可里　☎㉓0070

牧之原市赤十字奉仕団には４年前に入団し、そ
の後３年目に榛原分団長、牧之原市赤十字奉仕
団副委員長になりました。
奉仕団に入団する前は「皇居の庭を掃除する団
体」という印象でしたが、町内の奉仕団員の勧め
もあり、私にもできると思い入団しました。役員
になってからも、町内の奉仕団員に助けられ、ま
た、前委員長に業務内容を教えてもらいながら
やってきました。その際は、大変助かりました。
本年度の奉仕団活動に関しては、コロナ禍・梅雨
時期の長雨のために中止が増え、奉仕ができなく
なったのが心残りです。
今後はコロナ禍共存、台風の大型化、ゲリラ豪雨
など、地域が災害に見舞われたとき少しでも役に
立てるように、減災セミナーなどの講習会に参加
していきたいと思います。
地域の皆さまのご理解により、牧之原市赤十字
奉仕団が、長く続くように願っています。今後も、
ご協力をお願いいたします。

私の地区は、世帯ごとに奉仕団員の順番が回っ
てきます。そのため、地区全体が団員です。
若い頃は、奉仕団員と子どもたちの学校役員など
を掛け持ちしながら、忙しなく活動していました。
そして、日 の々時間にゆとりができた今、委員長を
務めさせていただいています。
昨年、救急法短期講習で初めてＡＥＤを使いま
した。災害・事故時など、その場に居合わせた自
分は何ができるだろうか。支援を待つのではな
く、自分たちで行動しなければと思いました。講
習では、自他共に守り、傷病者を正しく救助し、
医師または救急隊に引き継ぐまでの救急手当な
どを学びました。
炊き出し訓練・救急法講習など、さまざまな事業
に参加することや、福祉施設への奉仕活動など
で、団員同士の情報交換ができます。また、他愛
もない会話は、地域の「絆」づくりにもなっている
と思います。
今後も、ご理解ご協力をお願いいたします。

牧之原市赤十字奉仕団は、相良分団202人、榛原分団151人の計
353人で活動しています。近年、奉仕団員数は減少傾向となり、
奉仕団員がいない地区も増えています。
牧之原市赤十字奉仕団に入団して、地域のために活動してみませ
んか。興味のある人は、事務局に気軽にお問い合わせください。
［事務局］
　牧之原市静波991番地１　総合健康福祉センターさざんか内
　社会福祉課　担当：渡辺　☎㉓0070

牧之原市赤十字奉仕団委員長
（相良分団長）

八
や

木
ぎ

公
きみ

代
よ

さん

牧之原市赤十字奉仕団副委員長
（榛原分団長）

赤
あか

堀
ほり

厚
あつ

子
こ

さん

地域に根差した

活動への参加が
地域の「絆」づくりにも

身近な奉仕を広げよう

赤十字ボランティア
毎月担当地区を決め、奉仕
団員の皆さんにご協力いただ
きながら、市内社会福祉施
設での奉仕活動や清掃活動
など、地域に根差した活動を
進めています。

講習普及活動
救急法と減災セミナーを毎
年実施しています。講習で
は、被災時に個人がとる行
動、急な病人や怪我人への処
置など、非常時における対処
法を学んでいます。

１年間の主な活動内容
▶市内福祉施設奉仕活動
▶救急法短期講習
▶減災セミナー
▶榛原総合病院奉仕活動
▶市内福祉施設慰問
▶歳末助け合い募金活動

赤十字奉仕団の皆さんへ「ありがとう」
榛原総合病院　総務課 片

かた

瀬
せ

聡
さとし

さん

毎年、院内駐車場の草刈り作業をしていただき、ありがとうございます。
本来であれば、私たち職員がやらなければならない作業ではあります
が、赤十字奉仕団の皆さまの支えによって、より医療に集中することが
できる環境を整えることができています。皆さまからのご支援を活力と
して、さらに病院一丸となって医療に努めていきたいと思っています。
今後ともご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

歳末助け合い募金活動

委員長・副委員長からのメッセージ

災害に見舞われたとき
少しでも役に立てるように

牧之原市赤十字奉仕団の主な赤十字事業の活動内容は「赤十字ボランティア」と「講習普及活動」です。
このようにさまざまな活動ができるのも市民の皆さまのおかげです。

今後も牧之原市赤十字奉仕団について多大なるご理解とご協力をお願いします。



ローリング
ストック「まきのはら健康マイレージ」とは、市民の皆さんが健康づくりに取り組むことで、心も

体も健康になることを応援するための健康ポイント制度です。
本年度は新型コロナウイルス感染症対策により、地域活動や施設利用の制限などの影響が
ありますが、日々の運動などで活動を増やし、ポイントをためて健康になりましょう。

問い合わせ　健康推進課　鈴木沙愛　☎㉓0024

01. パンフレットを手に入れる
　さざんかや相良保健センターなどで配布しています。市のホームページからもダウ
　ンロードできます。パンフレットに付いているポイントカードをお使いください。

［まきのはら健康マイレージの流れ］ ＊18歳以上の牧之原市民が対象（在勤、在学の人を含む）

02. ポイントを貯める
　健康づくりを実践したら、ポイントカードに記入します。内容によってポイントが
　異なります。　＊ポイントを貯める期間：12月31日まで

市内協力店舗 サービス内容

ピアゴ　榛原店 毎週金曜日、お買上げレシート２千円分とふじのくに健康いきいきカードをサー
ビスカウンターで提示すると、500ml のペットボトル飲料を１本プレゼント

カネハチ　榛原店 毎週木曜日　ポイント２倍
うなぎ処　蔵せい ５％割引
大阪屋薬局 愛カード　ポイント２倍
FORTE　パームス店 トリートメントor ヘッドスパ　いずれか 1回無料
スポーツクラブ　エースワン 入会時登録料が半額
榛原薬局／静波薬局／アイ薬局／なごみ薬局／港薬局／
波津薬局／のぞみ薬局／おおさわ薬局／相良北薬局 医薬品・雑貨を３％割引（一部対象外あり）

さがら子生れ温泉会館 平日　ポイント２倍
ペンションむぎわらぼうし 粗品プレゼント
布施書店 文具を500円以上購入で５％割引（一部対象外あり）
太平薬局 ジャンプカード　ポイント２倍
（株）いとう　相良店 ジャンプカード　ポイント２倍

ファミリーマート　相良海岸店 毎週水曜日、２千円以上購入（たばこ、切手などの対象外商品あり）した人に「ファ
ミマカフェ  ブレンドＳ 」または「 アイスコーヒーＳ」を１杯サービス

なかたに 小鉢１品サービス

「ふじのくに健康いきいきカード」市内協力店舗 ＊県内の協力店舗は、静岡県のホームページに掲載しています。

ふじのくに健康いきいきカード
県内の「ふじのくに健康いきいきカード」協力店（県下1,100店舗）でカードを提示すると、
さまざまなサービスが受けられます（有効期限は発行日から１年間）。
サービスの内容は、そのお店や施設により異なります。市内では下表の協力店舗でサービスが受けられます。

03. ポイントカードを提出し、お得をゲット！
　40ポイント貯まったら、さざんかまたは相良保健センターにカードを提出し、お得
　な特典を受け取ります。　＊ポイントカード受付期間：令和３年１月31日まで

　特典１：達成者全員に「ふじのくに健康いきいきカード」をプレゼント
　特典２：お得な商品が当たる抽選会に参加可能に（抽選会は令和３年２月予定）
　特典３：先着100人にペットボトル飲料をプレゼント

、

が受けられます

長期保存食の備蓄は大切ですが、日常の中に食料備蓄を取り込む「ローリングストック（回転
備蓄）」という考え方もあります。
これは、日頃から食料や飲料水などを少し多めに買って自宅にストックしておき、定期的に消
費しながら、消費した分だけ買い足していくことで、常に一定量の食料などを備蓄しておく方
法です。この方法により、いざというときにも日常生活に近い食生活を送ることができます。

問い合わせ　防災課　増田真也　☎㉓0056

ローリング
まだ間に
合います！

まきのはら健康マイレージで健康とお得をゲットしよう！

県内の協力店舗
検索ページ

ストック
買う 消費する

備える
家庭で簡単に
できる！
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問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

瀧
口
恵　

☎
（
23
）
０
０
５
０

令
和
元
年
度
牧
之
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

　

令
和
元
年
度
牧
之
原
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
歳
入
は
２
１
３
億
１
８
３
１
万

１
５
９
４
円
、
歳
出
は
２
０
５
億
３
６

８
７
万
８
１
６
５
円
で
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
５
億
８
５
７
５

万
２
４
２
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

令
和
２
年
度
の
７
回
目
の
補
正
で
、

４
１
４
５
万
２
千
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
総
額
を
２
７
１
億
２
７
９
５

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
事
業
が
中
止
ま
た
は
縮
小
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
や
、
梅
雨

前
線
豪
雨
に
よ
る
市
道
お
よ
び
農
業

用
施
設
の
災
害
復
旧
費
な
ど
の
計
上

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

３
人
の
委
員
の
う
ち
１
人
の
任
期

が
令
和
２
年
10
月
10
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
山や

ま

本も
と

坂さ
か

衛え

さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
市
職
員
に
対
す
る
不
利

益
な
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て

や
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
を
審
査
、
判
定
し
、
必
要
な
措
置

を
執
る
な
ど
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

令
和
２
年
11
月
15
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
次
の
３
人
が
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
固
定
資
産
の
価
格
に
関

す
る
事
項
に
関
し
て
不
服
が
あ
る
人

か
ら
審
査
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
申
出
に
つ
い
て
審
査
し
、
決
定

す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
任
期

は
３
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

４
人
の
委
員
の
う
ち
、
新
た
な
委

員
と
し
て
、
池い

け

ケが

谷や

祐ゆ
う

太た

さ
ん
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
２
年

11
月
16
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

こ
の
他
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
の
令
和
元
年
度
歳
入
歳
出

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
▼
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
▼
相
寿
園
管
理
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ

い
て
▼
相
寿
園
管
理
組
合
の
解
散
に

つ
い
て
▼
相
寿
園
管
理
組
合
の
解
散

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
▼
特
別

会
計
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算
―
な

ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
登
下
校
時
の
総
合
的
な
防
犯
対
策
と
し

て
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
と
の
連
携
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
、
子
ど
も
の
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
の
「
ほ
っ
と
な
家
」
の
名
称
を
、
全
国
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る

協
賛
家
庭
に
は
、
各
小
学
校
か
ら
手
引
き
を
配
布
し
、

活
動
内
容
と
対
応
方
法
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
か
け
こ
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

し
て
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
表
示
を
道
路
か

ら
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
げ
る
こ
と
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
看
板
や
旗

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
も
の
に
随
時
変
更
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
４
５
０
軒
の
登
録
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
く
登
録
し
て
く
だ
さ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
の
緊
急
避
難
場
所

子
ど
も
１
１
０
番
の
家

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

中
野
拓
人

☎
（
53
）
２
６
４
５

教
育

「子ども110番の家」の旗

山本坂衛さん
（勝間田区）
再任

加
か

藤
とう

俊
とし

夫
お

さん
（川崎区）
新任

西
にし

川
かわ

浩
ひろ

美
み

さん
（波津区）
再任

松
まつ

本
もと

周
しゅう

治
じ

さん
（坂部区）
再任

池ケ谷祐太さん
（坂部区）
新任

問
い
合
わ
せ

▼
登
録
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
課

　

☎（
53
）２
６
４
５

▼
旗
の
取
り
替
え
に

　

つ
い
て

　

学
校
へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

健
康
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
要
綱
を
改
正

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
の
特
例
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

池
田
公
子　

☎
（
23
）
０
０
２
７

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

　

次
の
特
例
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
に
治
療
を
終
了
し
た
人
が
対
象
で
す
。

﹇
年
齢
要
件
の
緩
和
﹈

①
対
象
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」）
感
染
予
防
の
た

　

め
治
療
を
延
期
し
た
夫
婦
で
、
令
和
２

　

年
３
月
31
日
に
妻
の
年
齢
が
42
歳
で
あ

　

り
、
治
療
期
間
初
日
の
妻
の
年
齢
が
44

　

歳
未
満
の
場
合
は
申
請
で
き
ま
す
。

②
通
算
助
成
回
数　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

　

た
め
治
療
を
延
期
し
た
夫
婦
で
、
令
和

　

２
年
３
月
31
日
に
妻
の
年
齢
が
39
歳
の

　

場
合
は
、
初
回
助
成
時
の
治
療
期
間
初

　

日
の
妻
の
年
齢
が
41
歳
未
満
で
あ
れ
ば

　
「
通
算
６
回
ま
で
」
と
し
ま
す
。

﹇
所
得
判
定
の
見
直
し
﹈

①
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
所
得
が
急
変
し
、

　

令
和
２
年
の
所
得
が
夫
婦
で
７
３
０
万

　

円
未
満
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

　

令
和
２
年
の
所
得
の
推
計
で
判
定
。

②
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
治
療
を
延
期

　

し
、
申
請
が
令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
３

　

年
５
月
ま
で
と
な
っ
た
夫
婦
で
、
令
和
元

　

年
の
夫
婦
の
所
得
が
７
３
０
万
円
以
上

　

の
場
合
は
、
平
成
30
年
の
所
得
で
判
定
。

③
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
治
療
を
延
期

　

し
、
申
請
が
令
和
３
年
６
月
か
ら
令
和
４

　

年
３
月
ま
で
と
な
っ
た
夫
婦
で
、
令
和
２

　

年
の
夫
婦
の
所
得
が
７
３
０
万
円
以
上

　

の
場
合
は
、
令
和
元
年
の
所
得
で
判
定
。

一
般
不
妊
治
療
費
等
助
成
金

　

次
の
特
例
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
に
申
請
を
し
た
人
が
対
象
で
す
。

﹇
年
齢
要
件
の
緩
和
﹈

▼
一
般
不
妊
治
療　

令
和
２
年
３
月
31
日

　

の
妻
の
年
齢
が
39
歳
で
、
コ
ロ
ナ
の
影

　

響
で
治
療
を
延
期
し
た
場
合
は
、
治
療

　

期
間
初
日
の
妻
の
年
齢
を
「
40
歳
未
満
」

　

か
ら
「
41
歳
未
満
」
に
緩
和
し
ま
す
。

▼
不
育
症
治
療　

令
和
２
年
３
月
31
日
の

　

妻
の
年
齢
が
42
歳
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

　

で
治
療
を
延
期
し
た
場
合
は
、
治
療
期

　

間
初
日
の
妻
の
年
齢
を
「
43
歳
未
満
」

　

か
ら
「
44
歳
未
満
」
に
緩
和
し
ま
す
。

﹇
所
得
判
定
の
見
直
し
﹈

①
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
所
得
が
急
変
し
、

　

令
和
２
年
の
所
得
が
夫
婦
で
７
３
０
万

　

円
未
満
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

　

令
和
２
年
の
所
得
の
推
計
で
判
定
。

②
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
治
療
を
延
期

　

し
、
申
請
が
令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
３

　

年
３
月
ま
で
と
な
っ
た
夫
婦
で
、
令
和
元

　

年
の
夫
婦
の
所
得
が
７
３
０
万
円
以
上

　

の
場
合
は
、
平
成
30
年
の
所
得
で
判
定
。

防
災
は　

備
え
と
意
識
と　

助
け
あ
い

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

増
田
真
也　

☎
（
23
）
０
０
５
６

防
災

12
月
６
日
の
「
地
域
防
災
の
日
」
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、
市
内
各
地
区
で
地

域
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
防
災
訓
練
の
重
要
性
と
繰
り

返
し
の
訓
練
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
、

災
害
時
に
は
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
人

の
生
存
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
と
家
族
の
命
は
自
ら
守
る
「
自

助
」
と
、み
ん
な
で
助
け
支
え
合
う
「
共

助
」
の
取
り
組
み
を
実
践
し
、
日
頃
か

ら
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
訓

練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
訓
練
の
流
れ

﹇
12
月
５
日
土
﹈
▼
午
後
７
時
30
分
＝

同
報
無
線
で
訓
練
事
前
広
報

﹇
12
月
６
日
日
﹈　

▼
午
前
６
時
50
分
＝

同
報
無
線
で
訓
練
実
施
（
中
止
）
の
お

知
ら
せ
▼
午
前
９
時
＝
「
訓
練
地
震
発

生
・
訓
練
開
始
」
サ
イ
レ
ン
１
分
間
吹

鳴
▼
午
前
９
時
５
分
ご
ろ
＝
「
訓
練
大

津
波
警
報
」
同
報
無
線
、緊
急
速
報
メ
ー

ル
配
信
▼
正
午
ご
ろ
＝
同
報
無
線
で
訓

練
終
了
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

▼
参
加
者
は
で
き
る
限
り
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
▼
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
る
人
は

参
加
を
控
え
る
▼
参
加
者
同
士
が
過
度

に
密
集
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る

▼
高
齢
者
は
流
行
の
状
況
に
よ
っ
て
参

加
を
控
え
る

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

訓
練
当
日
の
午
前
９
時
５
分
ご
ろ
に
、

携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

﹇
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
﹈

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
「
緊
急
地
震
速

報
」「
津
波
警
報
」
お
よ
び
「
特
別
警
報
」、

県
や
市
町
な
ど
が
発
表
す
る
「
災
害
・

避
難
情
報
」
を
、
特
定
区
域
の
携
帯
電

話
な
ど
に
一
斉
配
信
す
る
携
帯
電
話
会

社
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

﹇
注
意
点
﹈

①
メ
ー
ル
受
信
（
鳴
動
）
に
よ
り
不
都

　

合
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
携
帯
電
話

　

な
ど
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

設
定
に
よ
っ
て
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

　

で
も
着
信
音
が
鳴
り
ま
す
。

③
受
信
の
可
否
、
鳴
動
音
な
ど
は
個
々

　

の
受
信
端
末
の
機
種
や
設
定
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
各
携
帯
電

　

話
会
社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
か
ら
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
他

　

市
町
の
区
域
に
い
る
と
受
信
で
き
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
他
市
町
に
い
る
場
合

　

に
は
、
他
市
町
の
メ
ー
ル
を
受
信
し

　

ま
す
。



—

福
祉
共
に
あ
ゆ
み
共
に
よ
り
そ
う
心
で
つ
な
が
る
牧
之
原

み
ん
な
で
支
え
あ
い
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

中
西
め
ぐ
み　

☎
（
23
）
０
０
７
２

子
育
毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

山
本
和
正　

☎
（
23
）
０
０
８
３

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
家
庭

や
学
校
、
地
域
な
ど
の
社
会
全
般
に
わ
た

り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心

と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
期

間
中
に
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・

啓
発
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

市
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の

取
り
組
み

﹇
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
啓
発
﹈

　
「
児
童
虐
待
防
止
ポ
ス
タ
ー
」
を
各
自
治

会
、
公
共
機
関
や
医
療
機
関
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
に
掲
示
を
し
、
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
、
通
報
、
見
守
り
に
つ
い
て

周
知
し
ま
す
。

﹇
市
内
商
店
で
の
街
頭
啓
発
﹈

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
児
童
虐
待
防
止
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市

内
商
店
２
カ
所
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見

つ
け
た
時
に
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

■
心
配
な
子
が
い
る
け
ど
、
連
絡
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
…

　

子
ど
も
が
自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
こ
と
は

と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
連
絡
す

る
こ
と
は
、
親
を
告
発
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
子
ど
も
へ
の
支
援
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

相
談
者
に
は
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相

談
さ
れ
た
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
教
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
連
絡
は
匿
名
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
相
談
、
通
告
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
け
ど
、

誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い
…

　

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
と
き
に
は
子
ど

も
に
対
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
え

て
し
ま
っ
た
り
…
。
そ
れ
は
決
し
て
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
、
そ
の
気
持
ち
に
気
づ
い
て
誰
か
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
児
童
相
談
所

や
市
の
窓
口
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
相
談
先

▼
静
岡
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
５
４
（
６
４
６
）
３
５
７
０

▼
牧
之
原
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
23
）
０
０
８
３

オレンジリボンには「児童
虐待防止」というメッセー
ジが込められています。
オレンジ色は子どもたちの
明るい未来を表しています。

問 ☎㉓

問 ☎

問 ☎

問 ☎㉓問 ☎

問ライフサポートセンターしずおか
しだはい事務所 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

市民相談センター（消費生活センター）案内図　

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口

入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。
相談会場でも体温測定を行い、37.5℃以上ある場合や咳症状がある場合などは、電
話相談への切り替えや相談の延期などをさせていただく場合があります。

問 ☎

®

　

市
内
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取

得
し
て
い
る
人
が
２
６
４
７
人
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
原
因
で
、
体
や
心
の
ど
こ
か

が
う
ま
く
働
か
な
い
た
め
に
、
普
段
の
生

活
で
周
り
か
ら
の
理
解
や
協
力
が
必

要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
温
も

り
あ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

僕の想いみんなにとどけ　　吉田特別支援学校高等部  戸
と

塚
づか

勇
はや

斗
と

（川崎区）

みなさんにとって大切な人って誰ですか？　
お父さん？　お母さん？　兄弟？　友達？
障がいがあってもなくても
みんな誰かの大切な人　大切な地域の仲間
背が高い人や低い人　足が速い人や遅い人
勉強は苦手　でもゲームは得意！
みんなひとりひとりの個性だよね
障がいがある人は苦手なことや出来ないことも
たくさんあるけど　人一倍がんばってるんだ
みんなの近くにいるあの子、あの人のために　一緒に一歩ふみだしてみよう

あなたにもできる！
「あいさつしよう」
　障がいがある人を見つけたら大きな声であいさつしてね
「見守ろう」
　障がいがある人がいたら困っていないか、そっと見守ってあげてね
「歩道をきれいにしよう」
　車いすや目の不自由な人が歩きやすいように、
　物を置いたり　自転車や車を停めないでね

見た目にはわからない障がいの人もいるよ
ヘルプマークを持っているよ　困っていたら助けてあげてね



☎



☎
☎

あ
な
た
の
体
重
は
適
正
で
す
か
？

自
分
の
適
正
体
重
を
知
ろ
う

　

皆
さ
ん
は
自
分
の
適
正
体
重

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

適
正
体
重
は
「
身
長（
メ
ー

ト
ル
）×
身
長（
メ
ー
ト
ル
）×

22
」
で
計
算
で
き
ま
す
。
適
正

体
重
は
最
も
病
気
に
な
り
に
く

い
体
重
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
よ
り
も
現
在
の
体
重
が
少
な

す
ぎ
た
り
多
す
ぎ
た
り
す
る
場

合
、
体
へ
の
負
担
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
体
重

よ
り
も
多
す
ぎ
る
場
合
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
に
よ

り
、
体
内
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

肥
満
は
病
気
の
も
と
に

　

肥
満
の
人
は
、
高
血
圧
・
糖

尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
病

気
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋

塞
や
脳

塞
な
ど
の
病
気
を
招

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
ら

な
い
た
め
に
は
、
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
。
特
に
、

20
歳
の
頃
よ
り
も
体
重
が
10
キ

ロ
以
上
増
加
し
て
い
る
人
は
、

増
加
し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て

約
２・
５
倍
糖
尿
病
に
か
か
り

や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

体
重
を
１
カ
月
で
１
キ
ロ
減
ら

す
方
法

　

リ
バ
ウ
ン
ド
せ
ず
に
減
量
を

す
る
に
は
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
せ
ず
、
１
カ
月
で
１
キ
ロ

（
７
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）

程
度
の
減
量
が
理
想
的
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
体
重
を

減
ら
せ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

　

体
重
を
１
カ
月
で
１
キ
ロ
減

ら
す
に
は
、
１
日
約
２
４
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
余
分
に
消
費
、

あ
る
い
は
摂
取
を
控
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
普
段
何
気
な
く

食
べ
て
い
る
間
食
を
控
え
る
、

運
動
不
足
の
人
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
運
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
達
成
さ
れ
ま
す
。

　

現
状
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず

は
毎
日
体
重
計
に
乗
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

保
健
師　

大
隅
麻
由

☎ ☎ ☎
☎

☎

☎
☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎



☎

☎

https://www.city.
makinohara.shizuoka.jp/
site/library/
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を
一

人
で
担
う
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯

に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

給
付
額　

▼
基
本
給
付
＝
１
世
帯

５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円
▼
追
加
給
付
＝
１
世
帯
５
万
円

対
象　

▼
基
本
給
付
＝
①
公
的
年
金

給
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ
り
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
人
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
直
近
の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

の
対
象
と
な
る
水
準
に
下
が
っ
た
人

▼
追
加
給
付
＝
①
の
支
給
対
象
者
の

う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る

と
申
し
出
が
あ
っ
た
人

＊
既
に
基
本
給
付
（
家
計
急
変
は
除

く
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
で
未

申
請
の
人
は
、
追
加
給
付
の
申
請
が

可
能
で
す
。

申
込
方
法　

申
請
書
に
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
子
ど
も
子

育
て
課
窓
口
に
直
接
ま
た
は
郵
送
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
子
ど
も
子
育
て
課
窓

口
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

令
和
３
年
２
月
26
日
金

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係

☎
（
23
）
０
０
７
１

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
暴
力
は
、
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第

一
歩
で
す
。「
Ｄ
Ｖ
か
も
」
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
に
相
談
を
。

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　

☎
＃
８
０
０
８

期
間

11
月
12
日
〜
25
日
水

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

川
村
・
岩
堀　

☎
（
23
）
０
０
８
３

　

令
和
３
年
２
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
「
ま
き
の
は
ら
協コ

ン
チ
ェ
ル
ト

奏
曲
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
呈
茶
に
よ
る
お
茶
カ
フ
ェ
ス
タ

イ
ル
で
の
開
催
が
難
し
い
た
め
、
中

止
し
ま
す
。

　

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
牧
之
原
茶
宣
伝

隊
事
務
局
（
お
茶
振
興
課
内
）

☎
（
53
）
２
６
２
１

　

前
年
度
ま
で
に
市
の
補
助
制
度
を

利
用
し
て
耐
震
補
強
計
画
を
作
成
し

た
も
の
の
、
ま
だ
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
本
年
度

に
限
り
、
経
過
措
置
と
し
て
、
耐
震

補
強
工
事
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
来
年
度
以
降
は

制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

補
助
金
額　

上
限
60
万
円
（
65
歳
以

上
の
人
の
み
の
世
帯
、
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
な
ど

は
上
限
80
万
円
）。
工
事
期
間
中
、
市

が
貸
与
す
る
「
耐
震
補
強
Ｐ
Ｒ
看
板
」

を
設
置
す
る
他
、
次
の
３
項
目
（
選

択
条
件
）
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
補
助
金
額
（
上

限
）
が
15
万
円
増
額
さ
れ
ま
す
。

選
択
条
件　

▼
工
事
期
間
中
に
現
場

見
学
会
を
開
催
▼
工
事
完
成
後
に
完

成
見
学
会
を
開
催
▼
工
事
完
成
後
に

「
工
事
を
実
施
し
た
き
っ
か
け
、
工
事

を
終
え
た
感
想
を
記
載
し
た
文
書
お

よ
び
耐
震
補
強
後
の
住
宅
写
真
」
を

市
に
提
出
。

申
請
方
法　

都
市
計
画
課
に
事
前
に

申
請
書
を
提
出
す
る
。

条
件　

耐
震
補
強
計
画
を
作
成
済

で
、
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
に
耐
震

補
強
工
事
を
完
了
す
る
木
造
住
宅

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　

森
田

☎
（
53
）
２
６
３
３

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
の
人
権
で
お

困
り
の
人
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

11
月
12
日
〜
18
日
水
ま
で
の

７
日
間

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
ま
で
）

＊
強
化
週
間
以
外
の
期
間
に
お
い
て

も
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

相
談
先
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０　

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

問
い
合
わ
せ　

静
岡
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課  

安
藤

☎
０
５
４
（
２
５
４
）
３
５
５
５

☎

募　

集

　

牧
之
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・

地
頭
方
小
・
萩
間
小
・
牧
之
原
中
調

理
場
に
食
材
を
納
入
す
る
生
産
者
・

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

12
月
１
日
火
〜
25
日
金

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
45
分
（
土
日

祝
を
除
く
）

申
請
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
給
食
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
提
出
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
。

受
付
・
提
出
先　

牧
之
原
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
波
津
１
６
４
２
番
地
）

☎
（
52
）
３
１
８
４

募
集
期
間

12
月
１
日
火
〜
25
日
金

（
土
日
祝
を
除
く
）

申
請
方
法　

吉
田
榛
原
学
校
給
食
共

同
調
理
場
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申

請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

吉
田
榛
原

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
（
32
）
１
７
５
０

採
用
予
定　

一
般
事
務　

１
人

受
付
期
間

12
月
４
日
金
ま
で

資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

試
験
日

12
月
19
日
土

試
験
内
容　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
・
論
文

そ
の
他　

身
分
は
地
方
公
務
員
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
牧
之
原
市
、
吉

田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
榛
原

総
合
病
院
組
合
で
配
布
す
る
試
験
案

内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院
組
合

総
務
係　

増
田　

☎（
23
）０
３
０
０

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
さ
が
ら
サ
ン

ビ
ー
チ
初
詣
に
お
い
て
、
今
年
の
抱

負
、
願
い
事
、
祝
い
事
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
て
い
た
だ
き
、

花
火
（
２
・
５
号
玉
×
60
発
）
を
打
ち

上
げ
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　

令
和
３
年
１
月
１
日　
　

午

前
６
時
15
分
〜

会
場　

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
を
添

え
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
む
。

募
集
人
数　

７
人
（
先
着
）

申
込
期
限

12
月
10
日
木

申
込
先　

ま
き
の
は
ら
産
業
・
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎（
22
）５
６
０
０　

（
22
）５
３
９
９

kankou@
m
sckc.jp

試
験　

令
和
３
年
２
月
21
日
日　

午

前
９
時
〜

講
習
会　

令
和
３
年
１
月
８
日
金

＊
当
日
の
受
付
時
間
な
ど
は
、
受
付

完
了
後
に
受
講
者
に
通
知
し
ま
す
。

試
験
会
場　

▼
第
一
種
、
第
二
種
猟

銃
＝
藤
枝
総
合
庁
舎
（
藤
枝
市
瀬
戸

新
屋
３
６
２
‐
１
）
▼
網
猟
、
わ
な

猟
＝
未
定
（
静
岡
市
内
）

講
習
会
会
場　

静
岡
労
政
会
館
（
静

岡
市
葵
区
黒
金
町
５
‐
１
）

対
象　

▼
講
習
会
＝
狩
猟
免
許
試
験

受
験
予
定
で
、
受
講
を
希
望
す
る
人

内
容　

▼
試
験
＝
網
猟
、
わ
な
猟
、

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
▼
講
習

会
＝
鳥
獣
の
知
識
と
判
別
、
模
擬
銃

に
よ
る
点
検
・
分
析
・
操
作　

＊
本

年
度
は
実
技
の
み
の
講
習
で
す
。

申
込
方
法　

▼
試
験
＝
申
請
書
を
持

参
ま
た
は
郵
送
▼
講
習
会
＝
電
話
連

絡
（
先
着
順
）

定
員　

講
習
会
＝
３
１
０
人

参
加
費　
▼
試
験
＝
５
２
０
０
円
（
申

請
手
数
料
）
▼
講
習
会
＝
８
千
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
送
料
な
ど
を
含
む
）

申
込
期
間　

▼
試
験
＝
12
月
21
日
月

〜
令
和
３
年
１
月
22
日
金
▼
講
習
会

＝
11
月
16
日
月
〜
12
月
18
日
金

申
込
先　

▼
試
験
＝
志
太
榛
原
農
林

事
務
所　

森
林
整
備
課

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
４
３

▼
講
習
会
＝
静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

☎
０
５
４
（
２
５
３
）
６
４
２
７

　

静
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校
に
は
、

社
会
復
帰
を
目
指
す
人
の
た
め
に
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家

資
格
を
取
得
す
る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
入
学
相
談
や
視
覚
障
害
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年

齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

▼
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お

む
ね
０
・
３
未
満
の
人
▼
視
力
以
外

の
視
機
能
障
害
が
高
度
な
人
（
視
野

狭
窄
、
複
視
な
ど
）
▼
近
い
将
来
、

視
力
が
著
し
く
減
退
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人　

＊
授
業
料
、
教
科
書
、
入

学
金
な
ど
は
無
料

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
立
静
岡
視
覚

特
別
支
援
学
校　

小
松
・
仲
山

☎
０
５
４
（
２
８
３
）
７
３
０
０

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
で
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験　

令
和
３
年
１
月
24
日
日

申
込
期
間　

試
験
は
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

も
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤

枝
地
域
事
務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

お
知
ら
せ

　

傍
聴
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
程　

▼
11
月
26
日
木
＝
提
案
説
明

▼
12
月
８
日
火
＝
通
告
質
疑
・
委
員
会

付
託
▼
12
月
14
日
月
・
15
日
火
＝
一

般
質
問
▼
12
月
17
日
木
＝
補
正
予
算

連
合
審
査
会
・
常
任
委
員
会
（
付
託
議

案
審
査
）
▼
12
月
23
日
水
＝
採
決

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局　

本
杉

☎
（
53
）
２
６
５
０

　

市
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
委

託
、
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
事
業
者
は
「
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
令
和
３
・

４
年
度
分
の
受
付
を
、
次
の
通
り
実

施
し
ま
す
。

受
付
期
間

①
「
建
設
工
事
」
の
参

加
申
請
を
す
る
市
内
業
者
で
、
希
望

す
る
業
種
区
分
に
「
土
木
一
式
」「
建

築
一
式
」「
電
気
」「
管
」「
解
体
」「
水

道
施
設
」
の
い
ず
れ
か
を
含
む
者
＝

12
月
７
日
月
〜
23
日
水
ま
で
（
土
日

祝
日
除
く
。
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

②
①
以
外
の
者
＝
令
和
３
年
１
月
４

日
月
〜
29
日
金
ま
で
（
土
日
祝
日
除

く
。
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

③
随
時
受
付
＝
事
務
処
理
の
た
め
、

①
・
②
の
受
付
期
間
終
了
後
は
令
和

３
年
３
月
31
日
水
ま
で
受
付
を
行
い

ま
せ
ん
。
４
月
１
日
木
か
ら
は
随
時

受
付
を
し
ま
す
。

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
。

＊
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

〒
４
２
１
‐
０
４
９
５

牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

牧
之
原
市
役
所
榛
原
庁
舎
３
階　

管

理
情
報
課　

入
札
検
査
係

問
い
合
わ
せ　

管
理
情
報
課　

小
杉
山

☎
（
23
）
０
０
５
５

　

本
年
中
に
、
住
宅
や
物
置
、
店
舗

な
ど
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
は
、
必
ず
年
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
出
後
、
担
当

者
が
現
地
を
確
認
し
、
翌
年
度
の
課

税
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

届
出
方
法　

税
務
課
や
市
民
課
相
良

窓
口
係
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
取
り
壊
し
家
屋
の
届
出
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。

届
出
先　

税
務
課
ま
た
は
市
民
課
相

良
窓
口
係

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

山
口

☎
（
23
）
０
０
３
５

　

法
人
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資

産
（
構
築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
）

は
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
、
固
定

資
産
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
申
告
書

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
届

か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
告
期
限　

令
和
３
年
２
月
１
日
月

届
出
先　

税
務
課
ま
た
は
市
民
課
相

良
窓
口
係　

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

水
嶋

☎
（
23
）
０
０
３
５

令
和
３
・
４
年
度
学
校
給

食
用
食
材
納
入
業
者
募
集

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業

者
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

狩
猟
免
許
試
験
・
予
備
講

習
会
へ
の
参
加
者
を
募
集

市
議
会
11
月
定
例
会
開
催

誰
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す

中
途
で
視
力
が
低
下
し
た

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

令
和
３
・
４
年
度
の
入
札

参
加
資
格
審
査
に
つ
い
て

家
の
取
り
壊
し
・
用
途
変

更
の
際
は
必
ず
届
け
出
を

令
和
３
年
度
採
用
榛
原
総

合
病
院
組
合
正
職
員
募
集

事
業
用
資
産
を
所
有
す
る

人
は
償
却
資
産
の
申
告
を

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
初
詣

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
が
未
申
請
の
人
へ

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
女
性

へ
の
暴
力
を
な
く
す
運
動

今
年
は
ま
き
の
は
ら
協
奏

曲
の
開
催
を
中
止
し
ま
す

耐
震
補
強
未
完
了
の
住
宅

を
対
象
と
す
る
補
助
制
度

全
国
一
斉
の
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

祝

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」
自
衛
官
募
集
案
内



駅
伝
チ
ー
ム
選
手
紹
介

第１･２
中継所

スタート

ゴール

第３
中継所

第４
中継所

第５
中継所

第６
中継所

第７
中継所

第10
中継所

第11
中継所

第８
中継所第９

中継所

駅
伝
チ
ー
ム
選
手
紹
介

生
中
継　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
50
分
）・
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
（
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
１
時
）

月

日

午
前

時
ス
タ
ー
ト

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室　

政
野　

☎
（
53
）
２
６
４
３

＊ゴールの草薙陸上競技場で毎年開催されていた
　「夢逸品市場」は、本年は開催されません。

新型コロナウイルス感染
防止のため、スタート・ゴ
ール地点や沿道などでの
応援はご遠慮ください。



▼
地
頭
方
幼
稚
園
の
秋
祭
り
で

は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
み
、
園

児
や
先
生
、
保
護
者
た
ち
が
み
ん

な
で
仮
装
。
魔
女
や
カ
ボ
チ
ャ
な

ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
定
番
の
仮
装
の
ほ

か
、
や
は
り
一
番
人
気
は
映
画
も

大
ヒ
ッ
ト
中
で
話
題
の
人
気
漫

画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
で
し

た
。「
決
め
ポ
ー
ズ
や
っ
て
み
て
」

と
言
う
と
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
り
き
る
子
ど
も
た
ち
が
、

と
て
も
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す

▼
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
過
ぎ
、
日
に
日

に
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
中
止

に
な
る
中
、
12
月
５
日
に
は
毎
年

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
し
ず

お
か
市
町
対
抗
駅
伝
」
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
今
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
ス
タ
ー
ト
や

ゴ
ー
ル
地
点
、
沿
道
な
ど
で
の
応

援
の
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

前
で
、
熱
い
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
15
日
発
行

杉
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望
乃
さ
ん

す
ぎ
お
か
・
の
の　
　
　

坂
部
小
６
年　
　

坂
部
区
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